
 

 
平成 24 年 11 月 13 日 

各      位 
会 社 名 株式会社スパンクリートコーポレーション 
代表者名 代表取締役社長 齊 藤 建 次 
     （ＪＡＳＤＡＱ・コード５２７７） 
問合せ先 役職・氏名 
     常務取締役企画室長 村 山 典 子 
電    話 ０３－５６８９－６３１１ 

平成 25 年３月期第２四半期累計期間の 

業績予想数値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 平成24年５月15日に公表した平成25年３月期第２四半期累計期間(平成24年４月１日～平成24年９月30日)の

業績予想数値と本日公表の実績値において差異が生じましたのでお知らせいたします。 

記 

平成 25 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値と決算における実績値との差異（平成 24 年４月１日

～平成 24 年９月 30 日） 

① 差異の内容                            （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
 

１,８２３ １７７ １７７

 

１５２ 

円  銭

１９．７２

実績値（Ｂ） １,８２４ ２３６ ２３３ １３２ １７．２０

増減額（Ｂ－Ａ） １ ５９ ５６ △２０ － 

増 減 率 ０．１％ ３３．３％ ３１．６％ △１３．２％ － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成２4年３月期第２四半期） 
１,５２１ １１５ １２７ １１９ １５．５７

 

② 第２四半期累計期間の業績予想との差異の理由 

主力のスパンクリート事業が、景気減速によるマンションを始めとする建設需要の減少等により、厳

しい経営環境となることを見込んでおりましたが、その影響が想定を下回ったことと、引続き鉄道関連

等の需要が好調であったため、売上高、営業利益及び経常利益は当初予想を上回りました。 
なお、通期の業績予想につきましては、上述の通り第２四半期累計期間における業績は、四半期純利

益を除き計画を上回って推移いたしましたが、長引く欧州債務問題や中国経済の減速など世界経済が減

退傾向であることに加え、円高の長期化や電力料金の値上げなど、国内経済に与える影響の先行きは不

透明な状況が続くと予想されるため、平成 24 年５月 15 日付にて公表いたしました通期業績予想の修正

は行っておりません。修正の必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 
 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本紙資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し

たものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 



（参考） 

平成 25 年３月期個別業績予想（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1株当たり当期純利益

通期 
 

３,４８５ ３００ ３００

 

２５０ 

円  銭

３２．４３

 

 

以  上 


